
 

 

第１８回私立短期大学入試広報担当者研修会 第３分科会 研修報告書 

 

大阪城南女子短期大学 山田純  

横浜女子短期大学   青木真由美  

 

メインテーマ  

効果的な広報ツール(WEB、SNS、パンフレット等)の作成と活用方法について  

 

【Ⅰ 分科会の目標設定】  

 研修会全体の目標や内容を共有しながら、参加者が能動的に参加、募集活動につい

て多くの気付きができる分科会運営を行う。さらに、研修会内容を自学に持ち帰り、

実際の募集活動に活かせる内容とする。また、研修会の成果が明確になるように努め

る。  

 

【Ⅱ 分科会での実施内容(スケジュール)】 

１日目 

  16：30～17：30 604 講義室 60 分 

④  運営委員挨拶と基調講演・事例報告の振返り 15 分 

⑤  マンダラートの説明と使用方法 5 分 

⑥  9 マスマンダラートを使ったグループワーク(4 名×8G「テーマ：募集担当者に必要なチカラ」) 20 分 

⑦  8 グループの分科会内発表 20 分 

２日目 

  10：15～12：00 604 講義室 105 分 

⑨  入試広報セミナーの振返りと本日の分科会運営について 10 分 

⑩  9 マスマンダラートを使ったグループワーク(4 名×8G「テーマ：効果的な広報ツールの作成と活用」) 15 分 

⑪  8 グループの分科会内発表 20 分 

⑫  81 マスマンダラートを使ったグループワーク(4 名×8G「テーマ：効果的な広報ツールの作成と活用」) 35 分 

⑬  8 グループの分科会内発表 20 分 

⑭  ⑤～⑨の振返り 5 分 

13：00～15：00 604 講義室 120 分 

⑮  秋草運営委員からの講話 30 分 

⑯  桂運営委員からの講話 30 分 

⑰  後半への導入 10 分 

⑱  9 マスマンダラートを使ったグループワーク(4 名×8G「テーマ：研修会で得たこと・感じたこと」) 20 分 

⑲  8 グループの分科会内発表 20 分 

⑳  分科会 2 日間の振返り 10 分 

 

 

 

 



 

 

【Ⅲ 分科会の総括】  

 「効果的な広報ツールの作成・活用」を主テーマとして最も時間をかけて研修を行

ったが、募集活動はさらに幅広い視野が必要であると共有できた。知識だけでなく参

加者が自学に持ち帰ろう、ブラッシュアップして取り組もうと考えた内容は成果シー

トの通りである。下記に報告する。  

 

【Ⅳ 参加者の成果シート（まとめ）】  

・情報共有と分析したことをいかした広報 ・学内の情報をさらに掘り起こし、教育

とコラボした広報ツールを作成 ・学内だけではなく学外からの情報収集 ・自学を

好きになること、仕事を好きになることが重要であるということを再認識した ・学

内で仲間をつくりやれることからやる ・学内で同じ考えをもつ仲間を味方にして前

進していきたい ・仲間を増やし自学の雰囲気を変えていきたい ・自分が積極的に

提案、発言、動くことで、周囲も提案しやすい環境を作りたい ・ワールドカフェや

マンダラートを用いて、教職員研修や意見交換、交流の場を設ける ・教職員が一丸

となり同じ方向に向かっていくことが大事 ・イキイキとした広報マンがいる大学に

イキイキとして学生が集まると確信したので、自分はもちろん教職員が元気でイキイ

キと働くことのできる環境づくりに努めたい ・高校、ライバル校、学内外に常にア

ンテナをはること ・3DNG ワード（だって、でも、だから）を使わないように、前向

きに取り組む ・入試広報担当者としての心構え ・学生を大切にすることが何より

の広報 ・これまで以上に学生とのコミュニケーションを図っていきたい ・学長、

事務長と飲みに行く！ ・OC 学生スタッフの教育・研修 ・大学・短大の学生の活動

と笑顔の発信 ・高校生の視点にたった広報 ・SNS の充実（Twitter、Instagram の

開設など）  ・他学の SNS ごとに語尾の言葉を変えている、という事例を意識した

い ・SNS の使い分け、自学で取り入れられること（アレンジ）の共有、検討 ・自学

のキャラクターをつくる ・次年度のパンフ内容の改善（入学前→卒後のフォローに

ついてなど） ・パンフレットの色合いや紙質などが参考になった ・データをもと

にした広報活動へのシフト ・自学の立ち位置の把握やセグメント、マーケットなど、

今一度基本的なことからやり直していきたい ・ストーリーを明確にし、誰に何をど

のように伝えるかを見直す ・短大卒業後の進路選択の伝え方を工夫していかなけれ

ばならない ・「わからないことは現場に聞く」を実践していきたい ・勇気を出して

提案型の高校訪問をしてみようと思う ・15 秒トーク、時間内で伝えるトレーニン

グ ・学ぶことの大切さ ・職員、学生、保護者、教員、短大をつなぐのが広報だと

感じた ・とにかく学務（広報関連）を今まで通り継続してやっていく ・目標設定

（数値化）をし、モチベーションをあげる ・誠実に、愛をもって取り組むことの大

切さ ・食への興味をもたせるため、リーフレットの作成などを考えていきたい ・

この研修会で得られたものを自学でもしっかりシェアする ・ワールドカフェ、マン

ダラートの手法から、他学のアイデア、事例など勉強になった ・悩みの解決方法や

考え方について知ることができた ・必ず自学に落とし込んだ内容にブラッシュアッ

プする ・とても濃い、充実感でいっぱいの 2 日間だった ・この日を覚えておくこ

と  


